
貸借期間が満了となるため、置き換え費用を計上しまし

た。

10 5,016 4,946 70

11 756 749 7

12 100 1,785 △1,685

13 90,433 76,994 13,439

差引一般財源 0 96,305 0 96,305

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 2年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 4. 中学校情報機器整備事業

3. 中学校費

2. 教育振興費 学務課

（佐倉市）　　

第３章
心豊かな人づくり、まちづくり 443,422

平成28年度 67,164

臨時 単独 計画 0 0 84,032 基本施策５
学校環境の整備 平成29年度 94,484

平成30年度 95,605

施策２
学校の学習環境を整備します 平成31年度 87,354

令和 2年度 98,815

0

96,305 96,305

・中学校で使用する情報機器（パソコン、プリンタ、NA コンピュータ等の情報機器を活用した校務環境、学習環 ・コンピュータ等の情報機器を利用した教育を行うこと

S、ネットワーク機器、電子黒板等）について賃貸借満了に伴う置き換 境の整備・充実を図り、中学校における情報教育の推進を図ります。 で、生徒が情報社会における基本的な考え方を身につけることができま

えを実施し、コンピューター利用教育が実施できる環境を維持します。 す。

・パソコン関係のソフトウェア、消耗品等を購入します。 ・教職員が情報機器を利用することにより、情報共有や情報管理がしや

・文科省のガイドラインに基づくセキュリティ強靭化に対応します。 すくなり、効率的に校務を行うことができます。

・教育ICT化環境整備5か年計画に基づく学習用機器を増強します。

機器の充実に伴い、プリンターインク等の消耗品 平成26年度に調達したパソコンをはじめとした各

費が不足してきています。 種情報機器の賃


